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トヨタ生活協同組合は、メグリアの愛称で 多くのお客さまに親しまれています。

メグリアは、さまざまな事業を通し、お客さまの暮らしを応援しています。

私たちが勤めるメグリア本店は、豊田市の南に位置し、19店舗あるうち一番大きい旗艦店で一日

に約1万人がご来店されます。　私たちの職場は青果売場で、お店の顔であり、店の鮮度は青果

で決まると言われるほど重要な位置づけの部門です。

サークル名は「山進隊」　メンバーは9名、私はリーダーの倉地です。

明るく協調性はありますが、問題解決能力が低く、今回の活動で問題解決手法を勉強し

ワンランクアップを目指します。

今回の取り組む問題の選定は、日頃の作業で困っている問題を会合で洗い出し、4つに絞り評価

しました。 その結果、「入荷商品の定位置管理に時間がかかる」が選定されました。

問題を明確にする前に、商品が入荷されてから店頭に並ぶまでの流れを説明いたします。トラック

が地下プラットに入り、商品をおろします。その後、エレベーターに載せ1階に上げます。1階にあが

るとバックヤードになっており、商品は青果売場の仮置き場に置かれます。仮置き場におかれた商品

のうち、店頭に並べる商品は店頭へ、加工する商品は、加工場へ運び、半分にカットするなど加工

されたあと店頭へ並べられます。店頭に出ない商品は補充用として、冷蔵庫や常温置き場に格納し

保管しています。定位置管理とは、入荷商品を所定の保管場所に格納することをいいます。　

今回取り組む問題は、サークル会合のなかで話し合いから決定しました。毎日入荷する商品の内、店頭に出ない

商品は補充用として、所定の保管場所へ格納し定位置管理をしているけど、毎日その作業に時間がかかるね! 

土曜日は特に定位置管理に時間がかかり、他の仕事に手が回らないよ!重量があるから、若手の男子職員2名

で分担、毎日どちらかが 一人で行っていて、必要な作業だけど負担が大きいよ・・・もっと、売場づくりや、商品メン

テナンスに手を掛けたいと思っているよ! と話し合っていると、アドバイザーより、商品を保管するスペースは無限

じゃないぞみんなで工夫して、作業効率を上げられるようにQCで取り組もう　と後押しをいただきました。
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曜日により売上高は変動し、入荷量も異なるため、それぞれの平均売上高に対して定位置管理作業時間がどれ

だけかかっているかを確認することにしました。 土曜日は、売上も多いですが、定位置管理作業時間の比率も

11.3％と最も多く、時間がかかっていることがわかりました。一方、一番定位置管理作業時間の比率が低いの

は、日曜日で8.7％でした。あるべき姿は、日曜日の8.7％とし、現状とのギャップは2.6％、時間にすると56分

のギャップがあります。入荷量によって定位置管理作業時間が変動するのは当たり前ですが、土曜日で入荷量が

多いから仕方がないと諦めず、付加価値のない作業時間を出来るだけ短縮しようと取り組みが決定しました。

次に曜日別のカーゴ車入荷台数を調査しました。

毎日、入荷台数の約30％は直接店頭に陳列され、残りの70％は補充用として定位置管理され

ています。土曜日が一番多く55台で、15台は直接店頭に出しますが、残りの40台は補充用とし

て、定位置管理作業が必要となります。

次に場所別カーゴ車定位置管理台数について調査しました。

定位置管理が必要な40台のうち、常温野菜置き場に10台、冷蔵庫に30台となっており冷蔵庫

への定位置管理が約75％占めていることがわかりました。

品種別でみてみると、常温野菜置き場の10台には27品種。

冷蔵庫の30台には、53品種があり、多くの種類を格納していることがわかりました。

次に、冷蔵庫のレイアウトと保管方法です。

冷蔵庫は、横幅3.7ｍ奥行き9ｍで、細長い冷蔵庫なのが特徴です。

保管方法は直おきと棚おきがあり、日付順に保管され先入れ先出し管理をしています。

冷蔵庫の定位置管理作業の流れを調査しました。

仕分け、運搬、商品の格納、備品片付けの工程があり、1カーゴ車あたり9分30秒かかっており

特に商品の格納が6分と全体の63％を占めていることがわかりました。

以上のことから、土曜日の冷蔵庫への定位置管理作業を、

2021年9月末までに現状192分を　148分にするとします。

1週間のうち最も短時間で作業している日曜日と同レベルにするためには44分の短縮が必要と

なり短縮した時間で商品メンテナンスや売場づくりに力を入れたいとこの目標に設定しました。　
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活動は、以下の通り全員参加で、困ったときにはアドバイザーに助けていただきながら進めました。 要因解析は　「土曜日の冷蔵庫の定位置管理作業に時間がかかる」という特性に対し、商品、

設備、作業について、それぞれ要因を洗い出しました。商品では、積み替え量が多いから深堀し、

それはなぜかと考えると、商品在庫が多い、さらに納品頻度と在庫日数があっていない、「商品

ごとの在庫基準が曖昧」に繋がりごとの在庫基準が曖昧」に繋がり、また、設備、作業についても

深堀し、「棚同士がくっついている」と「直置きしている」「加工場の商品保管ルールがない」　をそれ　

ぞれ主要因としました。

「在庫基準があいまい」の検証は商品別の在庫状況と納品頻度について確認しました。在庫

状況を見てみると、全ての商品が毎日納品できるのにもかかわらず、1.5日～2日分の日付商品

を在庫として保管していました。野菜の種類によって、相場が不安定であったり、入荷量の変動が

大きい物があります。毎日安定した供給をするためには、ある程度在庫を持つ必要がありますが、

入荷状況の変動が少なく、毎日入荷する茸類や少量野菜なども1.5日分の在庫を持っており

商品ごとの在庫基準がなく、曖昧であることが検証できました。

「直置きしている」の検証です、まず、冷蔵庫内で直置きしている商品調べました。レタス、大根、

ブロッコリー、キャベツ、白菜の5アイテムがあり、ひと箱あたり10㎏以上の重量物であることが

確認できました。作業を確認すると、先入れ先出しのため、前日に入荷した商品を一度台車に乗

せ、当日入荷した商品を奥に置き、その手前に台車に乗せていた前日に入荷した商品を戻します。

重たい野菜を何度も持ち上げたり、おろしたりしており、重労働で手間もかかっていることがわかり

ました。

「棚同士がくっついている」の検証です。

加工したものを置く➁の棚と、キュウリを置く③の棚は奥行きのある棚で隣同士がくっついているこ

とが確認できました。手前からしか商品の出し入れができず、奥行きのある棚の作業について使い

にくさを感じていましたが決まった方法だからと見直しをしていませんでした。　

使いにくさを解消し、冷蔵庫内の限られたスペースを有効に使いやすくする工夫が必要です。

「加工場の商品保管ルールがない」の検証です。

加工場の商品保管のルールについて確認すると、特にルールは決められておらず、加工作業者が

商品や備品を自由においていることが検証できました。

実際に時間がかかっているのか確認するため、運搬時間の比較をおこないました。

同じ距離である加工作業場と比較すると、約20秒の差があり、冷蔵庫への運搬に時間がかかっ

ていることがわかりました。加工場を通過する際、通路にある商品や備品をよけながら運搬して

おり、そのため余分に時間がかかっていました。　

以上のことを踏まえ、

「在庫基準があいまい」は、入荷・供給量が安定している商品の在庫基準の設定・運用

「直置きしている」は、格納方法の見直し「棚同士がくっついている」は、棚を改修し、可動式に変更

「加工場の商品保管ルールがない」は、加工商品原料の定位置管理と加工手順ルールの策定

を対策案としました。
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改善をうまく進めるため、どの対策から実施するか確認会を開き、メンバーと話し合いを行いました

まず、冷蔵庫内での作業をしやすくするため、在庫基準を見直しし、在庫量を減らし保管場所スペ

ースの確保。次に、直置きしている商品の格納方法を見直しと、奥行きのあるくっついた棚を改修

し、作業の軽減最後に、加工商品原料の定位置管理と加工時のルールの策定でｶｰｺﾞ車の通路

を確保、冷蔵庫までのスムーズな運搬で運搬時間の削減。4つの対策をこのような順番で行う

ことで停滞せずにスムーズに改善が出来ることを確認し、対策を行うことにしました。

対策実施①商品ごとの在庫基準の見直しです。

入荷量や供給数量の安定している4アイテムの在庫を1日分までと設定し、取扱量を10％削減

しました。入荷量が減ったことで、その分定位置管理する量が減り、90㎝の棚2枚分のスペース

を確保することができました。

次に直置き商品を簡単に「先入れ先出し」ができる方法を全員で繰り返し提案・トライし確認を行いました。商品を物流

パレットに載せて、フォークリフトで簡単に動かせれたら楽なのにねと、話しているのを聞き、商品を載せたままL型台車に

載せたまま保管してみては？と考えました。しかし勝手に使うことはできません。そこでアドバイザーに相談し、物流へ依頼、

保管用として使用許可をもらい、早速トライしました。前日の商品を台車の端に寄せ、空いたスペースに当日分を載せます。

当日分が奥になるように台車の向きを変えるだけで先入れ先出しを簡単に完了させることができました。何度も持ち上げ

たり、降ろしたりすることがなくなり、重労働作業の軽減、作業時間も1台あたり約5分短縮することができました。

次に作業しにくい棚を改修し、可動式に変更する対策です。

奥行きのある棚の一番下の棚を撤去し、バリアフリーにし、そこへ平型台車を使用することで簡単

に動かせるようになりました。

商品の入替作業の手間が軽減され、作業時間1台あたり約4分短縮することができました。

最後は、加工商品原料の定位置管理と加工時のルール策定です。

在庫基準の見直しにより、冷蔵庫内の保管スペースに余裕ができ、加工原料の保管場所として

有効に活用することにしました。また加工時のルールとして、区画線を設置し、通路が目でみてわか

るようにしました。加工場内のカーゴ車の通路が確保でき、スムーズな運搬が可能となり移動時間

1台あたり約20秒の短縮に繋がりました。　

改定した内容を作業手順書に落とし込み、作業場に掲示をしました。

また、入荷商品の定位置管理作業を他の職員へも教育し、多能職化を図っています。

効果の確認です。

土曜日の冷蔵庫の定位置管理作業時間は192分が132分となり目標を達成することができま

した。土曜日以外でも定位置管理作業を短縮することができ、その分更に売場づくりや商品

メンテナンスに力を入れることができるようになりました。

また、全員が積極的に、本音で議論することができ、活気ある活動となり、サークルレベルも

ワンランクアップできました。　

標準化は、毎月の冷蔵庫在庫基準のチェックをはじめ、以下の表のとおり、進めてまいります。最後に反省と

今後の進め方です。良かった点は、以前から解決したいと思っていた問題を全員で挑戦し、目標を達成することが

できたこと。また、アイデアが出ずに困っていた時にメンバー全員で考え解決の糸口を発見できたことは大変助かり、

嬉しかったです。苦労した点は、QC活動は結論ありきの考え方になりがちでしたが、QCのものの見方考え方を

見直し、考え直すことに苦労しました。

今後は、今回の改善が後戻りしないよう作業手順書をもとに3人目の作業者を育成してまいります。


